
しれいかんモロナイ，
ゼラヘムナをうちまかす
だい31しょう

レーマン人
じん

のしきかんゼラヘムナは，レーマン人
じん

に引
ひ

きつづき

ニーファイ人
じん

をにくませ，ニーファイ人
じん

をどれいにしたいと

思
おも

いました。（アルマ43：5，8）

モロナイはたくさんのぶきをよういし，へいしたちにたてとかぶ

と，それにあついころもをつけさせました。（アルマ43：18－

19）

一方
いっぽう

，レーマン人
じん

のぐんはこしにかわをまとっただけでした。そ

のため，ニーファイ人
じん

のぐんよりもずっと多
おお

かったにもかかわらず，

ニーファイ人
じん

のぶそうすがたを見
み

て，おそれをなしました。（アル

マ43：20－21）

ニーファイ人
じん

のぐんをしきしたのは，しれいかんモロナイでした。

レーマン人
じん

がせめて来
き

た時
とき

，モロナイはぐんをひきいてジェルショ

ンの地
ち

でたたかいました。（アルマ43：15－16）

ニーファイ人
じん

のねがいは，自分
じ ぶ ん

たちの土地
と ち

やかぞくのじゆうをま

もり，思
おも

うままに神
かみ

をれいはいすることでした。（アルマ43：9）
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レーマン人
じん

のぐんは，モロナイのぐんとたたかうゆうきをうしな

い，あれ野
の

へにげました。そしてニーファイ人
じん

のほかの町
まち

をせめよ

うとしました。（アルマ43：22）

モロナイは，ていさつへいをおくって，レーマン人
じん

たちのようす

をさぐらせ，さらにアルマに，たすけていただけるように主
しゅ

にいの

ってほしいとたのみました。主
しゅ

は，レーマン人
じん

のぐんがせめようと

している地
ち

をしめされました。（アルマ43：23－24）

モロナイはアルマのでんごんを聞
き

くと，へいしのいちぶをジェル

ションをまもるためにのこし，のこりのへいをひきいて，レーマン

人
じん

とのたたかいにむかいました。（アルマ43：25）

モロナイのぐんはシドン川
がわ

のりょうぎしにかくれて，レーマン人
じん

が川
かわ

ぎしにやって来
き

たら，はさみうちにしようとまちかまえていま

した。（アルマ43：27，31－35）

たたかいがはじまると，レーマン人
じん

は川
かわ

をわたってにげようとし

ました。ところが，むこうぎしには，もっと多
おお

くのニーファイ人
じん

が

まちかまえていたのです。（アルマ43：36，39－41）

ゼラヘムナのぐんがかつてないほどはげしくたたかったので，多
おお

くのニーファイ人
じん

がいのちをおとしました。ニーファイ人
じん

たちは，

主
しゅ

のたすけをもとめました。（アルマ43：43－44，49）
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主
しゅ

はニーファイ人
じん

のぐんに，たたかう力
ちから

をおあたえになりました。

モロナイは自分
じ ぶ ん

のぐんがレーマン人
じん

をとりかこんだのを見
み

て，たた

かいをやめよとめいじました。（アルマ43：50，52－54）

モロナイはゼラヘムナに言
い

いました。「われらはおまえたちをこ

ろすのをこのまない。どれいにするつもりもない。主
しゅ

がわれらをた

すけられたのだ。」（アルマ44：1－3）

「おまえたちは，われらのイエス・キリストへのしんこうをけし

さることはできない。われらがちゅうじつである間
あいだ

は，神
かみ

はわれら

をたすけてくださる。」（アルマ44：4）

それからモロナイはゼラヘムナにぶきを引
ひ

きわたすようめいじ

て，言
い

いました。「もしおまえたちがにどとわれらとたたかわない

とやくそくするなら，いのちはたすけてやろう。」（アルマ44：

5－6）

ゼラヘムナは，モロナイをころそうと切
き

りかかって行
い

きました。

しかし，そのつるぎはニーファイ人
じん

の一人
ひ と り

のへいしにたたきおとさ

れ，おれてしまいました。（アルマ44：12）

ゼラヘムナはぶきを引
ひ

きわたしたものの，ふたたびたたかわない

とはやくそくしませんでした。そこでモロナイは，レーマン人
じん

たち

が自分
じ ぶ ん

をまもれるようにぶきをかえしました。（アルマ44：8，

10）
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さらにへいしは，ゼラヘムナの頭
あたま

のかわをはぎました。そして，

頭
あたま

のかわをつるぎの先
さき

にひっかけて，かざしました。（アルマ44：

12－13）

そして，ぶきを引
ひ

きわたし，にどとたたかわないとやくそくをし

なければ，この頭
あたま

のかわが地
ち

におちたようにおまえたちも地
ち

にたお

れることになるだろう，と言
い

いました。（アルマ44：14）

これを聞
き

いて，多
おお

くのレーマン人
じん

がモロナイの足元
あしもと

にぶきをなげ，

にどとたたかわないとやくそくしました。そして，にがしてもらい

ました。（アルマ44：15）

しかし，ゼラヘムナははげしくおこって，のこりのへいしをたた

かいにかり立
た

てました。そして，その多
おお

くがモロナイのへいしのつ

るぎにたおれました。（アルマ44：16－18）

ゼラヘムナは，自分
じ ぶ ん

ものこりのへいしもみなころされようとする

のを見
み

て，モロナイにへいしのいのちごいをし，にどとニーファイ

人
じん

にたたかいをいどまないとやくそくしました。（アルマ44：19）

そこでモロナイは，たたかいをやめさせ，レーマン人
じん

からぶきを

とり上
あ

げました。へいわのちかいを立
た

ててから，レーマン人
じん

はじゆ

うのみになりました。（アルマ44：20，23）




